
　第１章　序論

1.1　研究の背景

　 我 が 国 で は 明 治 期 以 降 、 鉄 道 を 中 心 と し た 交 通 網 が 整 備 さ れ 、 地 域 間 の 所 要 時 間 が 変 化 し て き

た 。 そ れ に 伴 い 各 地 域 の 国 土 上 の 相 対 的 な 位 置 関 係 も 変 化 し て き て い る が 、 個 別 に み る と 早 期 に

交 通 整 備 が 進 ん だ と こ ろ と 、 相 当 遅 れ た と こ ろ が 存 在 し て お り 、 こ の よ う な 位 置 関 係 の 変 遷 が 国

土 構 造 の 形 成 過 程 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て き た と 考 え ら れ る 。 従 来 よ り 、 国 土 や 交 通 網 の 整 備 は

産 業 政 策 と の 結 び つ き が 強 く 、 主 と し て 産 業 へ の 直 接 的 な 影 響 を 考 慮 し た 整 備 が 数 多 く 行 わ れ て

き て お り 、 交 通 網 整 備 も 国 土 全 体 で の 効 率 が 重 視 さ れ た も の と な っ て い た 。 こ の た め 、 経 済 効 率

の 良 い 一 部 地 域 で は 地 域 の 種 々  の 機 能 が 集 中 す る 一 方 、 そ う で な い 地 域 で は 衰 退 が 進 み 、 国 土 構

造は長期のうちに変化してきていると考えられる。

　 こ の よ う な 事 態 に 対 し 、 国 土 政 策 と し て 、 全 国 総 合 開 発 計 画 以 降 、 均 衡 あ る 国 土 の 実 現 が 目 指

さ れ 、 政 策 開 始 後 四 半 世 紀 以 上 に な る 。 し か し 、 そ の 効 果 に 関 し て は 未 だ 定 量 的 に は 明 ら か に さ

れていない。

　 政 策 を 運 用 す る 具 体 的 な 整 備 制 度 の 面 で も 、 交 通 事 業 者 の 独 立 採 算 が 重 視 さ れ る こ と が 多 い

が 、 交 通 事 業 の 採 算 性 の 確 保 が 困 難 な 状 況 が 生 じ て お り 、 こ の よ う な 問 題 に 対 し て 、 交 通 整 備 の

外 部 効 果 を 取 り 入 れ た 整 備 手 法 の 研 究 も 進 み つ つ あ る １ ） 補 注 １ ） 。 し か し 、 現 行 の 交 通 整 備 政 策 ･ 制 度

に お い て 直 接 的 な 効 果 し か 考 慮 さ れ て い な い 問 題 の 原 因 は 、 交 通 網 整 備 の 効 果 が 極 め て 広 範 囲 に

及 び 、 し か も 効 果 が 表 れ る ま で に は 極 め て 長 期 を 要 す る た め 、 効 果 計 測 そ の も の が 非 常 に 困 難 な

点にあると考えられる。

1.2　研究の目的

　 こ れ ま で の 国 土 整 備 の 基 本 的 な 方 向 性 は 、 明 治

期 の 富 国 強 兵 ･ 殖 産 興 業 に 始 ま り 、 戦 後 は 傾 斜 生

産 、 拠 点 開 発 、 定 住 圏 構 想 、 交 流 ネ ッ ト ワ ー ク 構

想 な ど と 変 化 し て き て い る が 、 こ れ ら の 国 土 政 策

が 地 域 発 展 に 与 え て き た 影 響 に つ い て は 明 確 な 把

握 が な さ れ な い ま ま 、 次 な る 新 た な 政 策 が 策 定 さ

れている可能性がある。

　 交 通 整 備 政 策 の 実 行 を よ り 効 果 的 に す る た め に

は 、 図 1 . 1 の よ う に 政 策 実 施 の 結 果 を 確 認 し た 上 で 、 新 た な 政 策 に 反 映 さ せ る フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス

テ ム を 持 っ た 政 策 プ ロ セ ス ２ ） 補 注 ２ ） が 必 要 と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な プ ロ セ ス を 想 定 し た 場 合 、 本
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研 究 の 位 置 づ け は 、 政 策 の 結 果 を よ り 正 確 に 確 認 し 、 新 た な 政 策 策 定 に お け る 有 益 な 情 報 を 提 供

することにある。

　本研究がこのようなプロセス上の役割を果たすためには、次の各点が重要である。

(1)これまでの政策により、どのような交通網整備等の国土整備が行われたかを整理する

(2)交通網等の整備により、地域の相対的位置関係がどのように変遷したかを明らかにする

(3)地域の相対的な位置関係の変遷が、地域にどのような影響を与えたかを明らかにする

(4)これまでの政策とその影響を整理し、地域変化における政策の役割を明らかにする

　 以 上 よ り 、 本 研 究 の 目 的 は 、 こ れ ま で の 国 土 や 交 通 網 整 備 に 関 す る 政 策 の 効 果 と し て の 地 域 変

化 を 、 長 期 的 ･ 全 国 的 な 観 点 か ら 実 証 的 に 明 ら か に し 、 政 策 の 長 期 的 効 果 に つ い て の 考 察 を 行 う こ

とにある。

1.3　既存の研究における課題

1.3.1　必要と考えられる議論

　 交 通 網 整 備 の 影 響 を 議 論 す る 際 、 最 も 重 要 な 点 は 、 定 量 的 デ ー タ に 裏 付 け ら れ た 議 論 を 行 う こ

と で あ る 。 従 来 よ り 、 こ の 種 の 議 論 は 定 性 的 な も の が 多 く 、 正 確 に 議 論 さ れ て い な い と 考 え ら れ

る。

　 定 量 的 な 議 論 を 行 う に は 、 交 通 網 整 備 等 の 国 土 整 備 が 地 域 に 与 え た 影 響 を よ り 正 確 に と ら え る

必 要 が あ る が 、 交 通 網 整 備 は 一 時 的 な プ ロ ジ ェ ク ト と は 異 な り 、 整 備 後 極 め て 長 期 間 に わ た っ て

機 能 し 、 そ の 影 響 は 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 広 範 囲 に 広 が る と い う 特 徴 が あ る 。 従 っ て 、 交 通

網整備等の国土整備が地域に与えた影響を論ずるには、長期的・広域的な視点が必要である。

　 一 方 、 影 響 を よ り 正 確 に と ら え る 点 で は 、 整 備 さ れ る 交 通 機 関 の 特 徴 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。

国 土 全 体 に 影 響 を 及 ぼ す 交 通 網 整 備 と は 、 多 く の 場 合 、 都 市 間 交 通 で あ る 。 ま た 、 交 通 網 が 地 域

に 影 響 を 与 え る 主 因 は 、 地 域 の 相 対 的 位 置 の 変 化 で あ る が 、 こ の よ う な 位 置 関 係 は 所 要 時 間 に

よ っ て 計 測 さ れ る こ と が 多 い 。 従 っ て 、 都 市 間 交 通 の 特 徴 を 考 慮 し た 地 域 間 の 位 置 関 係 の 計 測 手

法が必要である。

1.3.2　定量的議論における課題

　 交 通 の 影 響 に 関 す る 議 論 は 従 来 よ り 定 性 的 な 研 究 や 議 論 が 多 く 、 特 に 長 期 的 な 視 点 か ら の 研 究

や議論はその傾向が強かったと考えられる。

　 例 え ば 、 交 通 の 発 達 そ の も の の 研 究 は 数 多 く 、 特 に 明 治 期 以 降 の 鉄 道 を 中 心 と し た 交 通 の 発 達

の 経 過 を 記 録 し た 文 献 は 多 い 。 こ れ ら の う ち 、 発 達 の 経 過 の み を 示 す だ け で な く 交 通 整 備 の 目 的

や 意 義 な ど の 時 代 背 景 に つ い て 考 察 し た も の と し て は 、 中 西 ３ ） 、 老 川 ４ ） な ど の 社 会 経 済 史 や 交 通

史 の 分 野 の 研 究 が あ る 。 こ れ ら 文 献 に つ い て は 、 馬 場 ら ５ ） 補 注 ３ ） の 指 摘 す る よ う に 、 殖 産 興 業 や 富
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国 強 兵 な ど の 国 家 政 策 と の か か わ り に 特 に 着 目 し た も の と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 政 策 と 交 通

の 変 化 に つ い て は 定 性 的 研 究 が 多 く 、 交 通 網 整 備 に よ る 都 市 間 の 相 対 的 な 位 置 関 係 の 変 遷 が 、 地

域の変化に与えてきた影響について定量的に議論したものとはなっていない。

　 ま た 、 交 通 整 備 が 地 域 に 与 え て き た 影 響 に 関 す る 議 論 に つ い て も 、 定 量 的 な 議 論 が 不 足 し て る

事に起因すると考えられる問題がある。

　 多 く の 人 々  は 「 交 通 の 整 備 は 地 域 の 発 展 に 寄 与 し て い る 」 と 考 え て い る 。 し か し 、 交 通 整 備 に

対 す る 近 年 の 議 論 が 、 国 土 幹 線 的 な 交 通 の 場 合 で あ っ て も 、 採 算 性 や 交 通 量 な ど の よ う な 当 面 の

経 済 性 ・ 効 率 性 を 中 心 に 行 わ れ て い る こ と 、 ス ト ロ ー 効 果 と 呼 ば れ る よ う な 逆 流 現 象 が 存 在 す る

と い う 指 摘 が 交 通 網 整 備 に 消 極 的 な 意 見 の 論 拠 と し て 用 い ら れ る こ と 、 交 通 の 専 門 家 の 記 述 に お

い て も 、 交 通 整 備 が 発 展 を も た ら す と い う 考 え を 否 定 し て い る も の が 少 な く な い ６ ） ７ ） 補 注 ４ ） こ と な

ど 、 わ が 国 に お け る 交 通 整 備 と 地 域 の 消 長 と の 関 係 は 未 だ 十 分 に 解 明 さ れ る に は 至 っ て い な い 。

これは、多くの分析が定性的な議論にとどまっていることが原因であると考えられる。

　 交 通 と 地 域 に つ い て の 以 上 の よ う な 政 策 ･ 研 究 ･ 一 般 社 会 の 各 レ ベ ル に お け る 交 通 網 整 備 の 影 響

に 関 す る 認 識 に つ い て 整 理 す る と 、 従 来 よ り 、 一 般 社 会 レ ベ ル で は 交 通 の 効 果 は よ く 知 ら れ て い

る が 、 研 究 レ ベ ル に お い て は 明 ら か な よ う で 明 ら か に な っ て い な い と い え る 。 そ の 結 果 、 政 策 レ

ベ ル に お い て は 事 業 採 算 性 の 議 論 が 中 心 と な り 、 交 通 の 影 響 は 余 り 考 慮 さ れ て い な い 。 し た が っ

て 、 事 実 に 基 づ い た 研 究 の 必 要 性 が あ り 、 ま た 、 そ の よ う な 研 究 に 基 づ い た 政 策 議 論 の 必 要 性 が

あ る と い え る 。 特 に 、 交 通 網 整 備 と 地 域 変 化 の 関 係 を 明 ら か に す る 際 に は 、 地 域 の ポ テ ン シ ャ ル

の変化や地域間の相対的な位置関係の視点からの定量的な研究が必要であると考えられる。

1.3.3　長期的･広域的な視点からの議論における課題

　 交 通 網 整 備 が 地 域 に 与 え る 影 響 に つ い て 、 定 量 的 見 地 か ら 分 析 が 行 わ れ た も の は 数 多 く 存 在 す

る 。 既 存 の 研 究 を 大 き く 分 類 す る と 、 過 去 の デ ー タ か ら 一 定 の 傾 向 を 見 い だ そ う と す る 実 証 的 研

究と、交通と地域の変化とのメカニズムのモデル化を目指すモデル分析的な研究に分けられる。

　 前 者 と し て は 、 新 幹 線 な ど の 高 速 鉄 道 の 整 備 が 地 域 の 発 達 に 与 え た 影 響 に つ い て の 研 究 な ど ８ ）

対 象 を 近 年 に し た も の の 他 、 明 治 期 に お け る 社 会 経 済 変 化 を 数 多 く 取 り 上 げ 、 鉄 道 整 備 と の 関 係

に つ い て 考 察 を 行 っ た 文 献 9 ) 、 東 大 阪 地 域 を 対 象 と し て 明 治 期 の 鉄 道 網 の 変 化 と 地 域 の 関 係 を 分

析 し た 文 献 1 0 ) 、 地 方 鉄 道 の 建 設 が 地 域 社 会 に 与 え た 影 響 に つ い て 論 じ た 文 献 1 1 ) 、 北 海 道 開 拓 と

交 通 に つ い て 論 じ た 文 献 1 2 ) 、 鉄 道 整 備 が 都 市 の そ の 後 の 変 化 に 与 え た 影 響 に 関 す る 文 献 1 3 ) な

ど、過去の交通整備の事後評価を行ったものもある。

　 ま た 、 後 者 と し て は 、 近 年 の 都 市 内 交 通 を 対 象 と し た も の が 多 い が 、 都 市 間 交 通 を 対 象 と し た

も の と し て は 、 明 治 期 に お け る 鉄 道 延 長 の 増 加 や 鉄 道 投 資 額 の 推 移 な ど を も と に 鉄 道 整 備 に よ る

開 発 効 果 を 一 般 均 衡 分 析 に よ っ て 計 測 し た 研 究 １ ４ ） 、 都 市 間 の ア ク セ シ ビ リ テ ィ 指 標 を 用 い た 地 価
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関 数 か ら 都 市 間 交 通 整 備 に よ る 便 益 を 求 め た 研 究 １ ５ ） 、 鉄 道 整 備 が 国 土 構 造 に 及 ぼ し て き た 影 響 を

モデル分析した研究１６）、人口移動を交通整備等の条件を用いてモデル化した研究１７）等がある。

　 交 通 網 整 備 の 結 果 は 間 接 的 な も の が 多 く 、 効 果 を 明 ら か に す る た め に は 長 期 的 な 分 析 が 必 要 で

あ り 、 さ ら に 影 響 が 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 広 範 囲 に 及 ぶ こ と を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 し か

し 、 既 存 の 研 究 で は 、 実 証 的 な 研 究 は 、 地 域 や 期 間 を 限 定 し た も の が ほ と ん ど で あ る こ と 、 モ デ

ル 分 析 は 、 モ デ ル 化 の た め に 一 定 の 仮 定 が 必 要 で あ り 、 現 実 面 で の 説 得 力 に 問 題 が あ る こ と な ど

から、定量的な議論においても交通整備が地域に及ぼす影響については明確になっていない。

　 本 研 究 の ア プ ロ ー チ は 、 前 者 の よ う に 過 去 の デ ー タ を 分 析 す る こ と に よ っ て 一 定 の 傾 向 を 見 い

だ そ う と す る 実 証 的 な 研 究 で あ る が 、 交 通 網 整 備 の 影 響 に つ い て 説 得 力 を も っ て 論 じ る た め に

は、長期的な実際のデータに基づき、広範囲を研究対象とする必要があると考えられる。

1.3.4　都市間交通の特徴を考慮した議論における課題

　 地 域 の 発 達 は 、 そ の 地 理 的 な 後 背 地 の 規 模 や 後 背 地 へ の 交 通 網 の 整 備 状 況 と 密 接 に 関 連 し て い

る こ と は よ く 知 ら れ て い る 。 ま た 、 地 域 間 を 相 互 に 結 ぶ 交 通 が 山 地 や 河 川 ･ 海 峡 な ど の 地 理 的 な 障

害 を 乗 り 越 え て 整 備 さ れ る よ う に な る と 、 他 地 域 と の 交 流 可 能 性 も 重 要 と な っ て く る 。 す な わ

ち 、 そ の 地 域 が 他 の 地 域 と ど の 程 度 交 流 で き る か と い う 相 対 的 な 位 置 関 係 が 地 域 発 達 に 影 響 を 及

ぼしており、このような位置関係の長期的な変遷を定量的に明らかにすることは重要である。

　 国 土 構 造 の 分 析 と し て は 、 国 勢 調 査 に お け る 地 域 間 の 人 口 移 動 量 を も と に 地 域 間 の つ な が り を

分 析 し た 研 究 １ ８ ） 、 特 定 の 区 間 ( 移 動 軸 ) の 平 均 移 動 速 度 の 変 遷 を 分 析 し た 研 究 １ ９ ） 、 地 域 間 の 時 間 距

離 を も と に 時 間 距 離 地 図 を 作 成 し 視 覚 化 を 行 っ た も の ２ ０ ） 、 な ど が あ り 、 従 来 の 研 究 に お い て も 、

交 通 網 整 備 に よ る 国 土 構 造 の 変 化 は あ る 程 度 明 ら か に さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 国 土 全 体 を 対

象 と し た 経 年 的 な 交 通 の 発 達 過 程 の 分 析 に 加 え て 、 そ の 結 果 、 都 市 間 ･ 地 域 間 の 空 間 的 な 構 造 が ど

の よ う に 変 化 し た か 、 と い う 視 点 か ら の 分 析 は 少 な く 、 都 市 間 の 相 対 的 な 位 置 関 係 や 国 土 全 体 の

交流可能性の変化は明確になっていない。

　 ま た 、 都 市 間 の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 分 析 す る 場 合 、 位 置 関 係 は 所 要 時 間 に よ り 計 測 さ れ て き て

お り 、 所 要 時 間 が 分 析 の 上 で 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 し か し な が ら 、 特 に 都 市 間 交 通 の よ う な

広 域 的 な 交 通 を 取 り 扱 う 場 合 に は 、 所 要 時 間 そ の も の の 計 測 が 簡 単 で は な い 場 合 が 多 い 。 既 存 の

交 通 計 画 手 法 の 上 で は 、 都 市 間 交 通 が 都 市 内 交 通 と 異 な る 役 割 や 特 性 を 持 っ て い る に も か か わ ら

ず 、 都 市 内 交 通 の 方 法 論 の 延 長 上 で 捉 え ら れ が ち で あ り 、 交 流 可 能 性 の 計 測 の 基 礎 と な る 所 要 時

間 の 定 義 に お い て 、 都 市 内 交 通 と 同 様 の 方 法 が と ら れ て い る 研 究 が 多 い 。 文 献 1 4 ) ～ 1 7 ) な ど に お

い て も 、 モ デ ル の 中 に 都 市 間 の 交 流 可 能 性 を 表 す 指 標 や 変 数 を 取 り 込 む 場 合 に つ い て 、 都 市 内 交

通を取り扱う手法との違いは示されていない。

　 中 川 ２ １ ） ､ 奥 山 ２ ２ ） ､ 天 野 ２ ３ ） ら は 、 従 来 の 都 市 間 交 通 に お け る 所 要 時 間 の 考 え 方 は 、 定 義 そ の も の
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が 曖 昧 で あ る う え 、 都 市 間 交 通 の 特 性 を 反 映 す る

ことができないことを指摘している。

　 例 え ば 、 表 1 . 1 は 高 知 を 出 発 し 、 宮 崎 に 向 か う 場

合 の 、 す べ て の 先 着 便 ( そ の 便 よ り 遅 く 出 発 し て 、

早 く 到 着 す る よ う な 他 の 便 が な い も の ) に つ い て の

所 要 時 間 を 示 し た も の で あ る 。 最 も 速 い 便 は 直 行

便 で 4 5 分 で 到 着 で き る が 、 そ れ 以 外 に は 翌 日 に わ た る も の を 含 め て も 経 由 便 が 5 便 で あ り 、 便 に

よって所要時間の変動が大きい。

　 こ の よ う な 場 合 、 最 も 速 い 便 の 所 要 時 間 を 採 用 す る 方 法 で は 高 知 - 宮 崎 間 の 所 要 時 間 は 4 5 分 と な

り 、 多 数 の 便 の 新 幹 線 で 結 ば れ て い る 京 都 - 名 古 屋 間 と 同 程 度 の 所 要 時 間 と な る が 、 こ れ ら 都 市 間

の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 同 程 度 で あ る と は 考 え に く い 。 即 ち 、 新 幹 線 の よ う に 運 行 頻 度 が 高 く 、 所

要 時 間 の 安 定 し た 都 市 間 交 通 の み を 対 象 と す る 場 合 に は 、 大 き な 問 題 と は な ら な い も の の 、 都 市

間 の 交 流 可 能 性 を 歴 史 的 に 考 察 す る 場 合 や 、 近 年 に 絞 っ た 分 析 で あ っ て も 、 頻 度 の 低 い 航 空 路 線

や地方都市間の鉄道交通を含めて分析する場合には避けることのできない重要な問題である。

　 し か し な が ら 、 表 1 . 1 の よ う な 場 合 に お け る 所 要 時 間 の 一 般 的 な 定 義 は 存 在 せ ず 、 よ り 正 確 に 都

市 間 交 通 に よ る 地 域 間 交 流 可 能 性 と 地 域 変 化 の 関 係 を 分 析 す る 場 合 に は 、 都 市 間 交 通 の 特 徴 を 反

映した所要時間指標を定義し、採用することが求められる。

1.4　研究の構成と内容

1.4.1　本研究の特徴

　従来の研究には上述したような課題があるが、本研究では表1.2のような点から分析を行う。

( 1 ) 交 通 網 整 備 と 地 域 変 化 の 関 係 を 明 ら か に す る 際 に は 、 地 域 の ポ テ ン シ ャ ル の 変 化 や 地 域 間 の

相対的な位置関係の視点からの定量的な研究を行うこととする。

( 2 ) 交 通 網 整 備 の 影 響 に つ い て 説 得 力 の あ る 論 を 展 開 す る た め 、 長 期 的 な 実 際 の デ ー タ に 基 づ

き、広範囲を研究対象とする。

(3)交通施設整備の有無や地域間交流可能性の変遷が地域変化に与えた影響について分析する。

( 4 ) よ り 正 確 に 都 市 間 交 通 に よ る 地 域 間 交 流 可 能 性 と 地 域 変 化 の 関 係 を 分 析 す る た め 、 都 市 間 交

通の特徴を反映した所要時間指標を採用する。
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表1.2　本研究の特徴

特徴１ 地域間交流可能性からみた国土構造の変遷を定量的に示す

特徴２ 長期的･広域的な視点から分析を行う

特徴３ 交通施設の有無や交流可能性の差が地域発展に与えた影響を実際のデータに基づき分析する

特徴４ 都市間の交通利便性を定量的に表す際、都市間交通の都市内交通と異なる特徴と役割に配慮

表1.1　高知→宮崎間の先着便 
高知発 経由地 宮崎着 所要時間
7:50 伊丹着 8:30 発 9:00 10:05 2:15
9:30 羽田着 10:40 発 11:10 12:55 3:25
12:05 伊丹着 12:45 発 14:30 15:35 3:30
15:00 → 直行 → 15:45 0:45
16:10 伊丹着 16:50 17:30 18:35 2:25
19:45 羽田着 20:55 発 6:55 8:40 12:55

(1997年3月現在）



1.4.2　研究の構成

　 本 研 究 は 図 1 . 2 の よ う に 全 部 で ８ 章 か ら 構 成

す る が 、 第 １ 章 で は 研 究 の 背 景 や 目 的 、 研 究

構 成 な ど に つ い て 説 明 し 、 第 ２ 章 で は 明 治 期

以 降 の 我 が 国 の 国 土 と 交 通 に 関 す る 整 備 政 策

に つ い て 特 徴 と 課 題 を 明 ら か に す る と と も

に、本研究全体の考察視点を設定する。

　 第 ３ 章 か ら 第 ６ 章 ま で は 、 歴 史 的 な 交 通 整

備 政 策 の 効 果 を 検 討 ･ 考 察 す る た め の 実 証 的 研

究 の 部 分 で あ り 、 そ の 内 容 に つ い て は 後 述 す

る 。 な お 、 第 ３ 章 か ら 第 ６ 章 に お け る 具 体 的

な分析視点は、表1.3に示す。

　 第 ７ 章 で は 第 ３ 章 か ら 第 ６ 章 ま で の 分 析 結

果 を も と に 、 交 通 整 備 政 策 の 効 果 に つ い て 考

察する。第８章では本研究全体をまとめる。

1.4.3　各章の分析内容

(1)第２章の内容

　 第 ２ 章 で は 、 明 治 期 以 降 現 在 ま で の 我 が 国

の 国 土 と 交 通 網 整 備 に 関 す る 歴 史 を 振 り 返

り 、 こ れ ま で の 政 策 の 長 期 的 な 効 果 に つ い て

考察するための視点を明らかにする。

　 ま ず 、 我 が 国 の 国 土 や 交 通 の 整 備 に 関 す る

政 策 の 歴 史 的 変 遷 を ま と め る と と も に 、 交 通

整 備 制 度 の 特 徴 と 課 題 の 整 理 を 行 う 。 次 に 、

整 備 政 策 ･ 制 度 の 特 徴 か ら 地 域 分 析 上 の 課 題 を

明 確 に す る と と も に 、 第 ３ 章 以 降 の 政 策 の 長

期的効果についての考察視点の設定を行う。

(2)第３章の内容

　 第 ３ 章 で は 、 都 市 間 の 相 対 的 位 置 関 係 の 変

遷 を 所 要 時 間 を 計 測 す る こ と に よ り 明 ら か に

す る 。 都 市 間 交 通 に お け る 所 要 時 間 指 標 と し

て は 、 「 滞 在 可 能 時 間 」 「 期 待 所 要 時 間 」 を
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図1.2　本研究の構成
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第７章　交通整備政策と
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　　　　　　　市町村人口の長期的動向
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　　　　　　　市町村人口の長期的動向
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採 用 す る が 、 ま ず 、 こ れ ら の 定 義 ･ 算 出 手 順 に

つ い て 述 べ 、 次 に 、 こ れ ら 指 標 の 特 徴 を ま と め

る と と も に 、 計 算 条 件 の 変 更 が 指 標 に 与 え る 影

響 に つ い て 考 察 を 行 う 。 さ ら に 、 都 市 間 交 通 に

お け る 旅 客 流 動 や 国 際 交 通 に お け る 空 港 選 択 ･

海 外 出 国 者 発 生 量 に つ い て モ デ ル 分 析 を 行 い 、

こ れ ら 指 標 の 表 現 力 に つ い て 検 証 ･ 考 察 を 行 う

こととする。

　 以 上 の よ う な 指 標 そ の も の に 関 す る 検 討 等 を 行 っ た 後 、 こ れ ら 指 標 を 用 い て 我 が 国 の 都 市 間 の

所 要 時 間 の 歴 史 的 変 遷 を 明 ら か に す る 。 ま ず 、 実 証 的 分 析 の 分 析 条 件 に つ い て 述 べ 、 次 に 、 明 治

期以降の我が国の都道府県庁所在都市間の所要時間の変遷を明らかにする。

(3)第４章の内容

　 第 ４ 章 で は 、 我 が 国 の 都 道 府 県 の 地 域 間 交 流 可 能 性 の 長 期 的 な 変 遷 に つ い て 明 ら か に す る 。 ま

ず 、 第 ３ 章 の 分 析 結 果 で あ る 地 域 間 の 所 要 時 間 を 交 流 可 能 性 指 標 に 加 工 す る が 、 本 研 究 の 分 析 に

お い て 、 交 流 可 能 性 指 標 を 用 い る 理 由 と 算 出 の 具 体 的 な 方 法 に つ い て 示 す 。 次 に 、 明 治 期 以 降 の

地 域 間 交 流 可 能 性 の 長 期 的 な 変 遷 を 明 ら か に し 、 整 備 さ れ た 具 体 的 な 交 通 機 関 に よ っ て ど の よ う

な 変 化 が 生 じ た か に つ い て 注 意 し な が ら 、 地 理 的 ･ 時 期 的 な 特 徴 に つ い て 分 析 を 行 う 。 ま た 、 交 流

可 能 性 の 観 点 に お け る 地 域 間 の 結 び つ き の 構 造 が ど の よ う に 変 化 し た か を 明 ら か に し 、 国 土 の 圏

域構造の変化について考察を行う。

(5)第５章の内容

　 第 ５ 章 で は 、 明 治 期 以 降 長 ら く 我 が 国 の 陸 上 交 通 の 主 役 で あ っ た 鉄 道 整 備 が 国 勢 調 査 開 始 以 来

の 全 国 全 市 町 村 人 口 の 変 遷 に 与 え て き た 影 響 に つ い て 、 長 期 的 な 視 点 か ら 分 析 を 行 い 、 交 通 整 備

が 地 域 に 与 え た 影 響 の 重 要 性 を 実 際 の デ ー タ を 基 に 明 ら か に す る 。 ま た 、 高 度 経 済 成 長 期 以 降 に

つ い て は 高 速 道 路 整 備 も 市 町 村 人 口 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る と 考 え ら れ 、 そ の 影 響 に つ い て も

分析する。

(5)第６章の内容

　 我 が 国 の 交 通 網 整 備 の 歴 史 に は 時 期 的 ・ 地 域 的 な 特 徴 が 存 在 し て い る が 、 第 ６ 章 で は 、 こ の よ

うな特徴が、長期的に都道府県人口などにどのような影響を与えているかについて分析する。

　 ま ず 、 全 国 的 な 交 通 網 整 備 に 伴 う 交 流 可 能 性 の 変 遷 が 都 道 府 県 人 口 の 長 期 的 推 移 に 与 え た 影 響

を 分 析 す る と と も に 、 都 市 間 交 通 網 整 備 以 外 に 都 道 府 県 人 口 に 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ る 要 因 に

つ い て 分 析 を 行 う 。 次 に 、 都 市 間 交 通 網 整 備 が 全 国 的 な 地 域 構 造 変 化 に お い て 果 た し た 役 割 に つ

い て 分 析 を 行 う 。 地 域 変 化 の 分 析 の 考 え 方 と し て は 、 地 域 を 表 す 指 標 の バ ラ ン ス の 変 化 か ら 地 域

変化をとらえることとした。
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表1.3　各章の分析のの視点
視点 ３章 ４章 ５章 ６章

分析地域 都道府県 ● ● ●
市町村 ●

分析期間 長期分析 ● ● ● ●
短期分析 ● ●

交通条件 交通施設の有無 ● ●
所要時間 ●
地域間交流可能性 ● ●

地域への影響 地域人口の推移 ● ●
機能の変化 ●
交流可能性の変遷 ●



(6)第７章の内容

　 第 ７ 章 で は 、 第 ３ 章 か ら 第 ６ 章 の 結 果 を も と に 、 我 が 国 の こ れ ま で の 国 土 整 備 や 交 通 網 整 備 に

関 す る 政 策 の 結 果 、 長 期 的 に ど の よ う な 変 化 が 国 土 に 生 じ た か に つ い て 考 察 を 行 う 。 ま た 、 こ れ

ま で の 政 策 の 開 始 ・ 目 標 の 達 成 な ど に つ い て 時 期 的 な 観 点 か ら 整 理 し 、 こ れ ま で の わ が 国 の 国 土

や 交 通 に 関 す る 政 策 の 実 施 と そ れ に 伴 う 影 響 の サ イ ク ル に つ い て 考 察 を 行 い 、 今 後 の 政 策 立 案 に

おいて必要な視点についての考察を行う。

(7)第８章の内容

　最後に第８章では、本研究の成果をとりまとめ、新たな研究課題などについて述べる。

1.5　結語

　 本 章 で は 、 研 究 の 背 景 に つ い て 解 説 す る と と も に 、 従 来 の 研 究 に お け る 課 題 や 、 そ れ に 対 す る

本研究の立場を明らかにし、研究の構成とその内容を示した。

　 1 . 1 で は 本 研 究 の 背 景 と し て 、 交 通 が 地 域 や 国 土 と 密 接 な 関 係 に あ る こ と は 古 く か ら 認 識 さ れ て

い る に も か か わ ら ず 、 交 通 整 備 に 関 す る 政 策 や 議 論 に お い て そ れ が 反 映 さ れ て い な い こ と 、 ま

た 、 我 が 国 の 国 土 政 策 に お い て は 、 こ れ ま で 、 そ の 効 果 に つ い て 定 量 的 な 検 討 が 余 り 行 わ れ て こ

なかったことを指摘した。

　 1 . 2 で は 、 本 研 究 の 目 的 が 、 国 土 と 交 通 網 整 備 に 関 す る 政 策 の 効 果 を 定 量 的 に 明 ら か に す る こ と

であることを述べた。

　 1 . 3 で は 、 全 国 的 な 交 通 整 備 に 関 す る 議 論 に お い て は 、 定 量 的 な 議 論 、 長 期 的 ・ 広 域 的 な 視 点 か

ら の 議 論 、 都 市 間 交 通 の 特 徴 を 考 慮 し た 議 論 が そ れ ぞ れ 必 要 で あ る こ と を 述 べ た 。 ま た 、 こ れ ら

の議論における既存の研究の課題について述べた。

　1.4では本研究の特徴と構成、章ごとの内容を示した。

【補注】

補 注 １ ) 文 献 1 ) で は 、 交 通 整 備 の 効 果 を 便 益 が 帰 着 す る 主 体 別 に 整 理 し 、 各 主 体 ご と の 整 備 効 果 を 明 確 に す

る方法について説明されている。

補 注 ２ ) 文 献 2 ) で は 、 計 画 に お け る 現 実 の 不 確 実 性 へ の 対 応 と し て 、 す べ て を 一 時 に 決 定 す る の で は な く 、

一 部 を 実 行 し た 結 果 を 次 段 階 の 計 画 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る こ と の 重 要 性 と そ の 方 法 に つ い て 述 べ

られている。

補 注 ３ ) 文 献 6 ) で は 、 「 “ 鉄 道 さ え 通 り 、 便 利 に な れ ば 、 ど ん ど ん 人 が 来 る ” の で な く 、 “ 便 利 に な っ た 列

車 に 乗 っ て 、 若 い 層 が 町 を 出 て 行 っ た ” 」 と 記 述 さ れ て お り 、 鉄 道 整 備 が 人 口 流 出 に つ な が る こ と

を論じている。

補 注 ４ ) 文 献 7 ) で は 、 「 地 域 人 口 の 流 出 増 や 地 域 産 業 衰 退 の 直 接 的 原 因 と な っ て い る 事 実 は 、 寡 聞 に し て 発

見できない」と記述されており、交通整備と地域変化との関係を否定している。
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